
 
 

 

   

東
京
都
は
組
合
と
の
意
見
交
換
の
場

で
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て

の
こ
れ
ま
で
の
事
例
研
究
を
は
じ
め
て

文
書
で
示
し
ま
し
た
。 

都
教
組
は
、
職
場
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
を

な
く
す
た
め
に
、
防
止
指
針
を
要
求
し

て
き
ま
し
た
。
都
の
事
例
研
究
の
公
表 

                    

     は
、
大
き
な
前
進
で
す
。
職
場
に 

事
例
の
よ
う
な
言
動
が
あ
っ
た
場 

合
に
は
、
支
部
・
地
区
協
に
相
談 

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て 

弁
護
団
の
援
助
も
受
け
な
が
ら
パ 

ワ
ハ
ラ
を
根
絶
す
る
と
り
く
み
を 

進
め
ま
し
ょ
う
。 

                    

                                

  

 

原
爆
ド
ー
ム
を
東
側
か
ら
望

む 
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電話 （０４２）３８４・２９４１ 

ＦＡＸ（０４２）３８４・７９０４ 

ｋｉｔａ-ｈｉｇａｓｉ＠ｍｖｃ． 

ｂｉｇｌｏｂｅ．ｎｅ．ｊｐ  

北多摩東ニュース 
歓迎 組合加入 
新学期、支部内で８名 

が加入されました。 

（１）（通 No.２６３７）        北 多 摩 東 ニ ュ ー ス              ２０１２．５．８ 

パ
ワ
ハ
ラ
と
さ
れ
や
す
い
言
動
例
（
東
京
都
人
事
制
度
検
討
会
資
料
よ
り
抜
粋
） 

 ①
「
だ
か
ら
お
前
は
ダ
メ
な
ん
だ
」「
小
学
生
で
も
分
か
る
ぞ
」
等
の
否
定
の
言
葉 

を
繰
り
返
す
。 

②
「
あ
い
つ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
、「
無
能
だ
」
等
の
侮
蔑
的
な
噂
を
流
す
。 

③
「
や
る
気
が
な
い
な
ら
辞
め
ろ
」「
あ
な
た
の
給
料
で
何
人
雇
え
る
か
」
等
の
メ 

ー
ル
を
本
人
と
同
僚
に
送
信
す
る
。 

④
部
下
か
ら
体
調
不
良
に
伴
う
休
暇
の
申
請
を
受
け
た
と
こ
ろ
。「
ズ
ル
休
み
」、 

「
や
る
気
が
な
い
」
と
非
難
す
る
。 

⑤
「
お
前
の
せ
い
で
職
場
が
暗
く
な
る
」、「
気
持
ち
が
悪
い
か
ら
近
寄
る
な
」
等 

の
誹
謗
中
傷
を
繰
り
返
す
。 

 

他
に
、
時
間
外
勤
務
や
休
日
勤
務
の
強
要
、
私
的
な
使
い
走
り
、
職
場
で
孤
立

さ
せ
る
な
ど
も
例
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。 

ご
相
談
は
ま
ず
事
務
所
へ 

支
部
は
三
多
摩
法
律
事
務
所

（
弁
護
士
二
三
名
所
属
）
と
年

間
顧
問
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。
通
常
弁
護
士
と
の
相
談
は

三
十
分
五
千
円
で
す
が
、
組
合

発
行
の
カ
ー
ド
を
持
参
す
る
と

支
部
組
合
員
は
無
料
で
す
。 

『原水爆禁止世界大会 in 広島』の参加者を募ります ８月４～６日 

 福島第一原発事故が起きてから、放射線被害への危機感は募るばかりです。みん 

なが本当のことを知りたいと、心から願っています。 

 こうした現状だからこそ、原子力のもう一つの歴史を学びたいと考えている方が 

たくさんいると思います。日本は、世界で唯一、殺戮を目的に原子力を悪用した核 

兵器の被害を受けた国です。 

 被爆の事実と被爆者のその後の歴史を学びましょう。震災と原発事故を契機に世 

界の目が日本に向けられている今、この世界大会は国際的に注目され国連代表も参 

加する予定です。核兵器廃絶の声を世界に発信します。 

  職場で署名・折り鶴・カンパを行います。（個人負担は昨年度１万５千円） 


